
ピリダリル (案 )

今般の残留基準の検討については、農薬取締法に基づく適用拡大中請に伴 う基準値設定依頼
が農林水産省からなされたことに伴い、食品安全委員会において食品健康影響評価がなきれた
ことを踏まえ、農薬・動物用医薬品部会において審議を行い、以下の報告を取 りまとめるもの
である。

1 概要
(1)品 目名 :ピ リダリル[Pyri dalyl(ISO)]

(2)用途 :殺虫剤
フェノキシーピリジロキシ誘導体の構造を有する殺虫剤である。詳細な作用機構は明らか
になっていないが、野菜類の鱗翅目害虫及び総翅目害虫に対して防除効果を示す。

(3)化学名 :

2,6-dichl()ro-4-(3,3-dichioroallyloxy)phenyl―

3-[5-(triflt10ronethyl)-2-pyridyloxy] propyl ether (IUPAC)

2-[3-[2,6-dichloro-4-[(3,3-dichloro-2-propellyl)oxy]phenoxy]propoxy]―

5-(trifltloromethyl) pyridine (CAS)

(4)構 造式及 び物性

2 適用の範囲及び使用方法
本剤の適用の範囲及び使用方法は以下のとおり。

1生竺型となっているものについては、今回農薬取締法 (昭和 23年法律第 82号)に基づ
く適用拡大申請がなされたものを示している。

10%ピ リダリル フロアブル

作物 名 適用病害虫名
希釈

倍数
使用液量

使用

時期

本剤の

使用回数

用

法

使

方

ヒ・リタ
・
リルを

含む農薬の

総使用回数

キャベツ

はくさい

コナカ'

アオムシ

ヨトウムシ

ハスモンヨトウ

オオタハ
゛
コカ
゛

ハイマタ
・
ラノメイカ

ウい
・
類

ヨナカ
・

アメムシ

ヨトウムシ

オオタハ
・コカ
・

10004ヨ
100-‐ 300

L/10a

収穫 7日

前まで

2 Fpl以内

散布

2回以内

だいこん

コナカ

アオムシ

ヨトウムシ

収穫 14

日前まで

レタス

立ちちしゃ

ナモク・リハ`エ
ハスモン3トウ
ォォタハ・コカ
゛

収穫 7日

前まで
リーフレタス

ハスモンヨトウ
ttタハ・コガ

チンゲンサイ コナカ

なす

ハスモンヨトウ

オオタハ・コカ・

ミサミキイロアサ
・
ミウマ

ハモタ・リハ
｀
工I貞 収穫前日

まで

4回以内 4回以内

トマト

ミニ トマ ト

/\1t23lu

ttl r' tl'
n1/'lJr'rfJi

2回以内 2国以内

T阜。 :禽
α

Cl

分子式    C18H14C14F3N00

分子量   49112
水溶解度   0 15μ g/L(20℃ )
分配係数   logloPow=81(20℃ )

(メ ーカー提出資料より)
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作物名 適用病害虫名
釈
数
希
倍

使用液量
用

期

使

時
本斉」の

使用回数

用

法

使

方

ヒ・リグリルを

含む農薬の

総使用回数

Y'<> タハ
｀
コが類

ナミキイロアサ:ミウマ

1000倍
1 0Xl-300

し/10a

収穫前日

まで
2回以内

散 布

2回以内

ねぎ
シロイチモシ
・ヨトウ

ネキ
｀
アサ
ヾ
ミウマ

収穫 3日

前まで
4回以内 4回以内

いちこ
ハスモンヨトウ
オオタハ'コカ・

収穫前日

まで

?r.y=1)- コリカ
ハスモンヨトウ

収穫 7日

前まで

2回以内 2回以内

とうがらし類
タハコカI頁

ナミキイロアす
・
ミウマ

収穫前日

まで

だいず スヽ1 ン:|り

1000^―

2000倍

収穫 7日

前まで
16ィ音 800mL/10a

無人
ヘリコフ
・
ター

による

散布

きゅうり

メロン
r,t, |ナハ工I貢

1000倍
100-300
L/10a

収穫前日

まで

散布

豆類 (未成熟) ハスモン〕トウ  |

tii1,l'L I オオタ′ヽ コカ
1収穫 71

前までかんしょ

さといも
t\7t'/i ll

アスパラガス

ハスモンヨトウ

オオタハ'コデ

ヨトウムシ

収穫前日

まで

しそ

しそ(花穂)

バジル

ハスモン
'ト

ウ

収穫 7日

前まで

食用きく
|

|

|
|

オオタ′

き く (葉 )

収穫 14

日

前 まで

3 作物残留試験
(1)分析の概要
①分析対象の化合物
ピリダリル

②分析法の概要

試料からアセトンで抽出し、ヘキサンに転溶する。シリカグルカラム等で精製した後、

ガスタロマ トグラフ (ECb、 NPD又は FTD)|こ より定量する。

定量限界 ピリダリル :0:01～ 0 05ppm(作 物により異なる)

(2)作物残留試験結果                         |
国内で実施された作物残留試験結果の概要については、別紙 1を参照。

4 ADIの 評価
食品安全基本法 (平成 15年法律第48号)第 24条第 1項の規定に基づき(食品安全委
員会あて意見を求めたピリダリルに係る食品健康影響評価について、以下のとおり評価され

ている。

無毒性量 12 80 mg/kg体 重/day  l
(動物種)     ラット
(投与方法)    混餌
(試験の種類)   繁殖試験
(期間)      2世 代 |

安全係数 :100

ADI:0 028 mg/kg体 重/day

5.諸外国における使用状況
JMPRに おける毒性評価はなされておらず、国際基準も設定されていない。
米国、カナダ、欧州連合 (EU)、 オース トラリア及びニュージーランドについて調査し

た結果、米国においてキャベツ、ブロッ■リ
ニ等にヽEUにおいてトマト、メロン類果実等

に基準値が設定されている。

6 基準値案
(1)残留の規制対象
ピリダリルとする。

なお、食品安全委員会によって作成された食品健康影響評価においては、食品中の暴露

評価対象物質をピリダリル (親化合物のみ)と 設定している。
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(2)基準値案
別紙 2の とお りである。

(3)暴露評価
各食品について基準値案の上限までピリダリルが残留 していると仮定した場合、国民栄
養調査結果に基づき試算さ4る 、1日 当たり摂取する農薬の量 (理論最大1口摂取量 (T
MDI))の ADIに対する比は、以下のとおりである。詳細な暴露評価は別紙3参照も
なお、本暴露評価は、各食1島分類において、加工・調理による残留農薬の増減が全くな
いとの仮定の下に行った。

国民平均

「高耐面
注)TMDI試 算は

歳以 L)|

基 lt値案×各全品の平均摂取量の総和として計算している。

1｀ MD1/ADI

農作物
試験
固場数

試験条件

最大残留量
は
'(ppm)

剤 型 使用量 使用方法 回数 経過日数

だいず
(乾燥子実 )

2 10%フ ロアブル
1.000倍 散布
180,150L/10a

2回
14 20日 □場A:001
1421日 圃場B1004(2回 ,14日 )

だいず
(乾燥子実)

2 10%フ ロアブル
16倍無人ヘリ散布
800m1/10a 2回 1,14,21日

圃場 A:く 001
曰場 B:く 001

はオ1′いしょ
(塊茎)

2 10%フ ロアブル
1,000倍散布
300L/10a 2回 1,1,14日

]148 A i〈 001
目場 Bi〈 001

さといも
(塊茎 )

2 10%フ ロアブル
1,000倍 散布
200L/10a

2回 1,1,14日
A : く0 01

B : く0 01

かんしょ
(塊 IPc)

2 10%フ ロアブル
1,000倍散布
2001/10a

2回 1,1,14日
A :〈 0 01

固場 B:く 0 01

だい こん

(根部 )
2 10%フ ロアブル

1,000倍散布
150L/108

1,2回
3,7,14,

21,28日
圃場 A:く 001
圃場 B:002

だいこん
(業部 )

2 10%フ ロアブル
1,000倍 散布
150L/10a

1,2回
3,7,超

,

21 28日
己場 A:222
園場 B:076

はくさ
(茎葉

10%フ ロアブル
1,000倍散布
150[/10a 2回 i,14,21日

曰場 A:037
□場B:017

キャベ

(葉球
2 10%フ ロアプル

1,000倍散布
150L/10a 2,4回 l,3,1日

諷場 A1004
司場 B:003

チングンサイ
(茎葉)

2 10%フ ロアブル
1,000倍 散布
150^ン 200 2001/10a

2回 こ,14 21日
薗場 A:283
凰場B:802

ブロンコリー

(花苦)
2 10%フ ロアプル

1,000倍 散布
200し /10a

2回 こ,14 1日
]場A 060
圃場8:050

レタス

(茎葉)
2 10%フ ロアブル

1,000倍 散布
150L/10a

1,2回 3,こ,14,21日
劇場 A1192(1回 7日 )
□場B:171

リーフレタス

(茎葉)
2 10%フ ロアブル

1,000倍 散布
15080～ 150L/10a 2回 ヱ,14,21日

』場A:140
圃場B:668

リーフレタス

(茎葉)
2 10%フ ロアブル

1,000倍散布
200L/10a 2回 1,14,21日

圃場A:152
諷場B:598

立ちちしゃ
(茎葉 )

2 10%フ ロアブル
1,000倍散布
250,120～ 1508/10a 2回 ヱ,14,21日

圃場A:112
目場 B,112(2回 ,14日 )

食用ぎく
(花 )

2 10%フ ロアブル
1,000倍散布
200L/10a 2回 3,1,14日

ヨ場A:196
閣場B:236

訳
∞

2 10%フ ロアブル
1,000倍散布
200L/10a 2回 3,7,曇 日

諷場A1098
圃場B:272

葉ねぎ
(茎葉)

2 10%フ ロアブル
1,000倍散布
100L/10a

2,4回 1,7 14日
目場A:176
諷場B:160(2回 .3日 )

IPK深 ねぎ
(茎葉)

2 10%フ ロアブル
1,000倍 散布
100L/108

2,1回 旦,7 14日
目場A:051
圃場B`112

アスパラガヌ

(若茎 )
2 10%フ ロアフル

1,000倍 散布
200、 イθθL/10a 2回 1,7

園場A 012
訂場B:130(0

トマ ト
(果実)

2 10%フ ロアプ/t
1,000倍 散布
300,2245L/10a

2回 1,3,7,14日
目場 A1038(2巨13日 )
圃場B:031(2回 ,7日

ニトマ ト
(果実)

2 10%フ ロアプル
1,000倍散布
200 300L/10a 2回 1,7 [4日

園場 A:112
副場 B:176

ピーマン

(果実)
10%フ ロアプル

1,000倍散布
200L/10a

2[] 1,3,7日
詞場 A:062(2回 3日
聾l場 B1074(2101,3日

なす
(果実)

l0ak7 v7 j lL 1,000倍 散布
200,202L/10a

2,1回 1,3,7日
』場A 036(2回 ,1日
置場 B:036(2回 ,1日

とうがら 1
(果実)

2 10"k7v7J/v 1,000倍散布
250,2849L/10a 2回 1 7 14日

圃 場 A:214
圃場 B1179

(別紙 1)
ピリグリル作物残留試験成績
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農作物
試験
圃場数

試験条件

最大残留量
は
'(ppm)

斉」型 使用量 使用方法 回数 経過 日数

ししとう
(果実)

2 10%フ ロアブル
1,000倍散布
300,150L/10a 2回 1,7,14日

■,A:122(2回 ,7日 )
圃場B:161

きゅうり
(果実)

2 10%フ ロアプル
1,000倍散布
200,300し /10a

2回 1,7
圃場 A:020
圃場 B:016

メロン

(果実 )
2 10%フ ロアブル

1,000倍散布
250,400し /10a

2回 1,7, 14日
劇つらA:く 001
日場 B:く 001

さやえんどう
(さ や)

2 10%フ ロアブル
1,000倍散布
200,230L/10a 2回 1,7

圃場 A

固場B

さやいんげん
(さ や)

2 10%フ ロアブル
1,000倍散布
200,150L/10a 2回 1,7

国場 A:

えだまめ
(さ や)

2 0%フ ロアプル
1,000倍 散布
200L/10a

2回 1,7, 14日
園場 Ai 47

いらご
(果実)

2 0%フ ロアブル 1,000倍散布
250,150L/10a

2,1回 1,3,7日
回場 A:

園ち

しそ
(可食部)

1000フ ロアブル
1,000倍散布
200L/10a

2回 3,こ ,14日
岡方 21 0

圃カ

しそ
(花穂)

2 10%フ ロアブル
1,000倍散布
200L/10a

2回 こ,14,21日
岡↓

罰 t

バジル
(茎葉)

0%フ ロアブル
1,000倍散布
200L/10a

2回 3,7,14日
罰 2

」:1312501iう [「1儀軍;E::I]力 41言曾曇筐[璽][[号を言讐ξ鵞】ζ番号[][ξを
集7i衆]會異彙3響1潜:静[i:[R::盪香曽fI景若者:鼻さ套‖こlL「I[重1:il貨柔雇鳥

(別紙2)蔦薬名     ピリダリル

農産物名
基準値
案 鰤姉

録
無
登
有

参 考 基 準 イ直

作物残留試験成績等
晰群
¨

基準値

大 豆 0 ○ 001,004/く 001く 001

|ずオιいしよ
さといも類
力■ンしよ

00(
00(

○

○

○

く001く 001
く001,〈 001
く001.く olol

野

」
`:二

急暮暮
12奨

|
プロンコリー

０

　

　

　

０

‐

０

　

　

　

０

‐

○
○
○
○
○
∩

く001,002

222($),076

037,017

004,003

283,802(3)

060,050

レタス

その他のきく科野菜

20 〇

　

〇

192,171(レ タス)
140,663/152.598(リ ーフレタス)
l12($),112(立 ちちしゃ)
195,236(食用ぎく)
098272(き く(華 ))

ねぎ

アス/ヽ フガメ

○

　

○

176,160(葉 ねぎ)
051,112(根深ねぎ)

012,1130(甘 )($)

トマト

憶テ私な鼻蝶 l

5

○

○

○

○

038,031(トマト)
112,176($)(ミ ニトマト)
062,074

036,036
214,179(と うがらし)
122161(し しとう)

きゆうり
メロン類果実

∝

Ю

Ｏ

Ю

○

○

020,016

く001,く o ol

未成熟えんどう
未成熟いんげん
夕だまめ

5

3

5 ○

申

〇

246,142

116($),060

1 47,1 72

|その他の野菜 中
(本成

'1え

んどう 未成||い んげん

ちご ∩ 164($),123

その他のハーブ 3( ○

210,164(し そ)
481,536(し その花穂)

($)これらの作物残留試験は、試験成績のばらつきを考慮し、この印をつけた残留値を基準値策定の根拠とした。
(1)これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。
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食品群 基準値案
(pp“ ) hPI(輪, 編『 IΥ讀 )

大三 02
0 05

0 05

1121   6 91 1

ぎ,■いしよ 181 1

¨
０１
〓
２

む
十　
一

含
一　
一

を
一　
一

ら

一　

一

一一）　一　　　　　　　　　　　一

ヾ
ヽ
・　
一　
　
　

一

カ

一　

一

Ｔ
類
一　

一

も
一よ

一

い
一し
一

と
一ん

一

さ
一か

一

06: 0 04
0 05 0 07

一根
葉
一

一の
一の
一

わ

め
一

バ
出
＾
［
一

一を
一を
一

一
ユ
一
ユ

一ン
一ン
一

一
ツ
一
ツ
一

お″一″一

一フ
一
フ
一

類
一類
一

ん
一ん
一ぃ

こ
二
さ

だ
一だ
一は

0 451 l 29

02
15

2

11 0 2 45
一
２９

21 9
キャベツ 46 2 46
ナンケンサイ 21 0:       4 1月  01        9o
プロッコリ 90 5 941
レタス (サ ラダ菜及t lNぢ しヽ を否む
ぞめ百めざく千T野菜

~~~~~一 ― ]蒻 iぴ
=~・
:U 128 01

201 0 251
■ぎ (リ ーキを含む) 56 51     22 41 01

′ 27 09 121
トマ ト 121 5 万

・
武T'・
~~~6

マ ン 88 401 3R
す

一
40 091 33

その他のなす科野菜 5 10 051 05

きゆうり (ガ=キ ジを含むう 05

キ許-1群 : _1_lJ_
001双 呆 夫 0 05

5未 成熟 えん ど う 301 10 35
未 成 熟 い ん け ん 57 36 54
えたまめ 05 051 051 0

その他の野菜 6301  485 2百
・
5=========A

15 一２ 0馬
その他のハーブ 301

ヨ
ＯＩ

言1‐ 4V′  Z:    Zb2 439 2
ADIIヒ ((お ) 3331  593 2821

TMDI:理論最大 1日 摂取量 (「heoletical Maximum Dallv lntake)

(男 J糸氏3)

ピリダリル推定摂取量_(単位 :μ g/人 /day)

(参考)
これまでの経緯

平成 15年 10月 23日  農林水産省より厚生労働省へ農薬登録申請に係る連絡及び基準設
定依頼 (新規 :キャベツ、はくさい及びだいこん)

平成 15年 10月 29日  厚生労働省から食品安全委員会委員長へ残留基準設定に係る食品
健康影響評価についての要請

平成 16年  1月 15日  食品安全委員会委員長より厚生労働大臣へ通知
平成 16年  7月  6日  残留農薬基準告示
平成 16年  8月  6日  初回農薬登録

平成 17年  2月 24日  農林水産省より厚生労働省へ農薬登録中請に係る連絡及び基準設
定依頼 (適用拡大 :だいず、ブロッコリー、ミ■ トマ ト及びとうが

らし難⇒

平成 17年  3月 15日  厚生労働省から食品安全委員会委員長へ残留基準設定に係る食品
健康影響評価についての要請

平成 17年  7月 28日  食品安全委員会委員長より厚生労働大臣へ通知
平成 17年 11月 29日  残留農薬基準告示 (暫定基準 )
平成 18年  4月 18日  残留農薬基準告示

平成 19年  6月 13日  農林水産省より厚生労働省へ農薬登録申請に係る連絡及び基準設
定依頼 (適用拡大 :ばれいしょ、 リーフレタス、アスパラガス等)

平成 19年  7月 10日  厚生労働省から食品安全委員会委員長へ残留基準設定に係る食品
健康影響評価についての要請

平成 19年 10月 11日  食品安全委員会委員長より厚生労働大臣へ通知
平成 20年  6月 30日 残留農薬基準告示

平成 21年  3月 12日  農林水産省より厚生労働省へ農薬登録中請に係る連絡及び基準設
定依頼 (適用拡大 :豆類 (未成熟))

平成21年  3月 24日  厚生労働省から食品安全委員会委員長へ残留基準設定に係る食品
健康影響評価についての要請

平成 22年  3月 18日  食品安全委員会委員長より厚生労働大臣へ通知
平成 22年 10月 19日  薬事・食品衛生審議会へ諮問
平成 22年 10月 22日  薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会
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答申 (案 )

● 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会
[委員]

青木 宙    東京海洋大学大学院海洋科学技術研究科特任教授
生方 公子   北里本学北里生命科学研究所病原微生物分子疫学研究室教授
○大野 泰雄   国立医薬品食品衛生研究所副所長
尾崎 博    東京大学大学院農学生命科学研究科教授
カロ藤 保博   財団法人残留農薬研究所理事
斉藤 貢一   星薬科大学薬品分析化学教室准教授
佐々木 久美子 元|コ立医薬品食品衛生研究所食品部第=室長
佐藤 清    財団法人残留農薬研究所理事・化学部長
志賀 正和   元農業技術研究機構中央農業総合研究センター虫害防除部長
豊田 正武   実践女子大学生活科学部食生活科学科教授
永山 敏廣   東京都健康安全研究センター医薬品部長
松甲 りえ子  国立医薬品食品衛生研究所食品部長
山内 明子   日本生活協同組合連合会執行役員組織推進本部長
山添 康    東北大学大学院薬学研究科医療薬学講座薬物動態学分野教授
吉

“

 信男   青森県立保健大学健康科学部栄養学科教授
申田 克士   大阪市立大学大学院生活科学研究科教授
鰐決1 英機   大阪市立大学大学院医学研究科都市環境病理学教授

(○ :部会長)

注 1)「その他のきく科野菜」とは、きく科野菜

のうち、ごぼう、サルシフィー、アーティチヨー

ク、チコリ、エンダイブ、しゆんざく、レタス及び

ハーブ以外のものをいう。

注 2)'その他のなす科野菜」とは,なす科野

菜のうち′トマト,ピーマン及びなす以外のも

のをいう。

注 3)「その他の野菜」とは、野菜のうち、いも

類、てんさい、さとうきび、あぶらな科野菜、き

く科野菜、ゆり科野菜、せり科野菜、なす科野

菜、うり科野菜、ほうれんそう、たけのこ、オク

ラ、しようが、未成熟えんどう、未成熟いんげ

ん、えだまめ、きのこ類、スパイス及びハーブ

以外のものをいう。

注 4)「その他のハーブ」とは、ハープのうち、

クレソン、にら、パセリの基、パセリの葉、セロ

リの茎及びセロリの葉以外のものをいう。

食品名
残留基準値

はれいしよ
さといも類
かんしよ
だいこん類 (ラディッシュを含む)の根
だいこん類 (ラディッシュを含む)の葉
はくさい

キャベツ
チンゲンサイ
プロッコリー

01
5

1

02
15

2

vrv
?atrk(D* a fjtqlirfrii)
ねき
アスパラガス

トマ ト
ピーマン

なす
多″、仙∩か十■1解t注

')

きゆ うり

メロン類果実

未成熟えんどう
未成熟いんげん
力だまめ

5

3

その4わの野菜 r 5

いちご

その仲 のハ ー ブ 30
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